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図 3
であって.液体のそ
れとよく対照的である｡ しかもこの固体は図 1から見られる如 く fluid的であること
から,いわば無定形固体とよばれるべきもののように思われる｡ 同じことを平均ではな
くある特定の粒子について調べたものを図3に示す｡図2と3の傾向はもちろん一致し









co一_emodelの無形固体との関連にっいてのべるo ガラス転移点 (Tg)で比容積 V,
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